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２
０
１
４
年
２
月
に
新
専
門
医

制
度
を
担
う
第
３
者
機
関
で
あ
る

「
日
本
専
門
医
機
構
」
の
概
要
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
時
の
社

員
は
「
日
本
医
学
会
」、「
日
本
医

師
会
」、「
全
国
医
学
部
長
病
院
長

会
議
」
の
３
団
体
で
あ
り
、
個
別

の
学
会
が
社
員
に
な
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

い
く
つ
か
の
学
会
が
集
ま
っ
て
組

織
す
る
協
議
会
な
ど
が
設
立
後
の

社
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
は
可

心臓血管外科専門医申請のご案内
1.	 新規申請
	 申請期間：2014年7月1日～ 2014年9月1日（締め切り必着）
	 	書類審査の後、11月21日（金）秋葉原コンベンションホールにて筆答試験があります。
2.	 更新申請
	 	対象者：2010年1月1日認定の方
	 申請期間：2014年7月1日～ 2014年9月1日（締め切り必着）
	 業績：2009年9月1日～ 2014年8月31日までのもの
詳細については、心臓血管外科専門医認定機構HPをご覧ください。
http://cvs.umin.jp/

呼吸器外科専門医申請のご案内
1.	 新規申請
	 申請期間：2014年7月1日～ 8月25日（必着）
	 	書類審査の後、10月31日（金）秋葉原コンベンションホールにて筆答試験があります。
2.	 更新申請対象者：2010年4月1日認定の方
	 申請期間：2014年7月1日～ 8月25日（必着）
	 ◆	業績・手術症例（呼吸器外科に関するものに限る）の期間：2009年9月1日～	

2014年8月25日までのもの
詳細については、呼吸器外科専門医合同委員会HPをご覧ください。
http://chest.umin.jp/

食道外科専門医申請のご案内
申請期間：2014年6月2日（月）～ 7月31日（木）午後5時必着
筆記試験・口頭試問が11月29日（土）にあります。
申請条件等、詳細は日本食道学会HPをご覧ください。
http://www.esophagus.jp/surgery_approval_2014.html

2014年専門医申請

で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
た

め
、
各
病
院
で
は
半
ば
強
制
的
に

Ｎ
Ｃ
Ｄ
登
録
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
膨
大
な
手
術
症
例

が
登
録
さ
れ
、
わ
が
国
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持

つ
に
い
た
っ
た
と
考
え
ま
す
。
一

方
で
Ｎ
Ｃ
Ｄ
事
業
は
そ
の
管
理
維

持
に
膨
大
な
予
算
を
要
し
、
現
在

経
済
的
に
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
て

い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。
新

専
門
医
制
度
は
外
科
だ
け
で
な
く

す
べ
て
の
領
域
が
参
加
す
る
制
度

で
あ
る
た
め
、
新
専
門
医
制
度
か

ら
Ｎ
Ｃ
Ｄ
が
切
り
離
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
Ｎ
Ｃ
Ｄ
へ
の
登
録
は
激

減
す
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
安
定
的
存
続
の
た
め
に

も
Ｎ
Ｃ
Ｄ
を
お
金
の
か
か
ら
な
い

ス
リ
ム
な
事
業
に
改
善
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

食
道
外
科
専
門
医
は
い
わ
ゆ
る

 
新
専
門
医
制
度
と
食
道
外
科
専
門
医

　 

日
本
食
道
学
会
専
門
医
制
度
委
員
会
・
委
員
長

　 

順
天
堂
大
学
医
学
部
上
部
消
化
管
外
科
学
・
教
授
　
梶
山 

美
明

食
道
外
科
専
門
医
制
度

本
年
、
日
本
専
門
医
機
構
が
発

足
し
、
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
整
備

基
準
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

基
準
に
沿
っ
て
心
臓
血
管
外
科
専

門
医
認
定
機
構
で
は
心
臓
血
管
外

科
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
整
備
基
準
の

作
成
に
取
り
組
み
、
２
月
の
第
44

回
日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会
に
て

（
案
）
を
提
示
、
現
在
更
な
る
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
末
ま

で
に
日
本
専
門
医
機
構
の
認
定
を

受
け
た
上
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
整
備

基
準
を
基
に
各
病
院
群
独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

達
成
目
標
を
示
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
は
違
っ
て
時
期
・
期
間
を
明
確

に
し
た
研
修
課
程
を
示
す
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
研
修
期
間
内
に
専

攻
医
に
修
練
内
容
を
達
成
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
は
整
備
基
準
の
概
略
を
示

し
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

１
）
理
念
及
び
心
臓
血
管
外
科
専

門
医
像

第
一
段
落
の
外
科
・
心
臓
血
管

外
科
専
門
医
制
度
に
関
す
る
記
載

は
省
略
し
て
い
ま
す
。

「
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
」
は
、

心
臓
及
び
全
身
の
循
環
器
系
領
域

の
疾
患
（
先
天
性
心
疾
患
、
狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心

疾
患
、
心
臓
弁
膜
疾
患
、
動
脈
瘤

と
し
て
全
領
域
を
研
修
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
基
幹
、
関
連
施
設
に
血
管
外

科
修
練
施
設
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

３
）
研
修
期
間
に
つ
い
て

初
期
臨
床
研
修
２
年
＋
外
科
専

門
医
研
修
５
年
＋
心
臓
血
管
外
科

研
修
３
年
（
卒
後
10
年
）
が
基
準

で
す
が
、
外
科
専
門
医
制
度
と
の

連
動
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
外
科
と
心

臓
血
管
外
科
研
修
の
同
時
ス
タ
ー

ト
）
で
外
科
研
修
３
─

５
年
＋
心

臓
血
管
外
科
研
修
２
─

３
年
（
最

短
で
卒
後
７
年
）
と
な
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

４
）
募
集
定
員

病
院
群
全
体
で
の
募
集
と
な
り

ま
す
。

研
修
病
院
群
の
年
間
総
手
術
数

５
０
０
例
（
難
易
度
表
に
提
示
し

専
門
医
制
度
に
つ
い
て 

（4）

専
門
医
制
度
に
つ
い
て 

（4）

な
ど
の
大
血
管
疾
患
、
末
梢
動
脈

疾
患
、
静
脈
疾
患
、
リ
ン
パ
系
疾

患
な
ど
）
を
対
象
と
し
、
こ
れ
ら

疾
患
の
予
防
、
診
断
、
外
科
的
治

療
、血
管
内
治
療
、非
手
術
的（
内

科
的
）
治
療
、
術
前
・
術
後
管
理

等
に
関
し
て
統
合
的
か
つ
専
門
的

知
識
を
基
に
適
切
に
判
断
す
る
診

療
能
力
を
有
し
、
同
時
に
標
準
的

な
外
科
的
診
療
技
術
（
手
術
等
）

を
兼
ね
備
え
た
医
師
で
す
。

「
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
」
は
、

高
い
倫
理
観
の
も
と
心
臓
血
管
外

科
領
域
の
標
準
的
な
専
門
知
識
と

診
療
技
術
を
以
て
心
臓
血
管
外
科

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
医
療
に
携

わ
る
と
同
時
に
、
医
療
を
進
歩
さ

せ
る
研
究
能
力
も
兼
ね
備
え
た
医

師
で
す
。（
以
下
、
略
）	

２
）
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
実
施
施

設
実
施
施
設
は
基
幹
病
院
、
連
携

（
関
連
）
病
院
の
２
つ
に
分
類
さ

れ
、
基
幹
施
設
が
中
核
と
な
り
複

数
の
研
修
連
携
病
院
と
と
も
に
病

院
群
を
形
成
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

遂
行
す
る
。
基
幹
施
設
の
基
準
と

し
て
、
現
行
の
症
例
数
に
加
え
て

過
去
７
年
間
を
通
し
て
の
主
導
的

な
一
貫
し
た
専
攻
医
育
成
の
実
績

が
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

病
院
群
と
し
て
全
領
域（
先
天
性
、

成
人
心
、
胸
部
大
血
管
、
腹
部
・

末
梢
血
管
）
を
カ
バ
ー
し
、
原
則

て
あ
る
手
術
術
式
）
を
目
途
に
１

名
を
算
出
し
、
予
備
１
名
を
加
え

て
募
集
定
員
と
す
る
。（
病
院
群

の
手
術
総
数
１
０
０
０
例
の
場

合
：
２
＋
１
＝
３
名
）

５
）
新
規
専
門
医
認
定
要
件

現
行
の
要
件
を
維
持
し
ま
す
。

６
）
現
行
制
度
で
の
専
門
医
の
移

行
と
更
新

新
専
門
医
へ
の
移
行
に
関
し
て

の
大
幅
な
要
件
の
見
直
し
、
新
制

度
に
お
け
る
診
療
実
績
に
基
づ
く

更
新
要
件
も
す
で
に
満
た
し
て
お

り
、
大
幅
な
変
更
は
必
要
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
新
た
に

認
定
す
る
『
指
導
医
』
の
要
件
に

現
行
の
施
設
指
導
者
資
格
要
件
に

加
え
て
、
そ
の
後
の
更
新
も
含
め

て
手
術
指
導
実
績
を
求
め
て
行
き

ま
す
。
指
導
を
す
る
こ
と
で
更
新

が
し
や
す
く
な
る
よ
う
条
件
の
詳

細
を
検
討
中
で
す
。

以
上
、
概
略
を
お
示
し
し
ま
し

た
が
、
詳
細
は
心
臓
血
管
外
科
専

門
医
認
定
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
新
専
門
医
制
度
に
向
け
て
』
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

能
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

新
専
門
医
制
度
を
取
り
巻
く
問

題
点
と
食
道
外
科
専
門
医
制
度
の

今
後
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

１
．		
新
専
門
医
制
度
の
目
標
は
何

か
？

２
．		

専
門
医
制
度
と
Ｎ
Ｃ
Ｄ
と
の

関
係
は
ど
う
な
る
か
？

３
．		

食
道
外
科
専
門
医
の
将
来
は
？

な
ど
で
す
。

新
専
門
医
制
度
の
目
標
は
２
つ

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は

専
門
医
認
定
レ
ベ
ル
の
統
一
化
、

標
準
化
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
医

師
の
地
方
偏
在
の
是
正
で
す
。
後

者
に
つ
い
て
は
従
来
の
外
科
系
専

門
医
制
度
で
は
専
ら
そ
の
専
門
性

の
み
が
追
及
さ
れ
お
り
、
全
く
考

慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
で
す
。

医
師
の
地
方
偏
在
の
是
正
は
社
会

的
に
は
重
要
な
観
点
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
純
粋
に
外
科
の

専
門
性
を
評
価
す
る
こ
と
と
は
別

次
元
の
課
題
で
す
。
今
後
は
新
専

門
医
制
度
に
参
画
し
な
が
ら
外
科

の
専
門
性
を
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で

評
価
・
認
定
す
る
学
会
独
自
の
シ

ス
テ
ム
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｃ
Ｄ
は
専
門
医
制
度
に
連
結

さ
れ
た
事
業
と
し
て
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
Ｎ
Ｃ
Ｄ
に
登
録
し
て
い
な

け
れ
ば
専
門
医
の
申
請
や
更
新
が

「
３
階
部
分
」
に
相
当
す
る
た
め

新
専
門
医
制
度
の
対
象
か
ら
は
除

外
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
食
道
外
科

医
に
は
非
常
に
高
い
専
門
性
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
真
の
意
味
の

専
門
医
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

食
道
外
科
専
門
医
制
度
は
学
会
独

自
の
認
定
事
業
と
し
て
今
後
も
継

続
し
て
参
り
ま
す
。
一
方
、
食
道

外
科
専
門
医
が
不
在
の
都
道
府
県

が
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
の
た
め
日
本
食
道
学
会
で
は
従

来
食
道
外
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と

が
修
練
責
任
者
の
条
件
と
し
て
い

た
施
設
認
定
基
準
を
一
部
緩
和
し

て
、
食
道
外
科
専
門
医
が
不
在
で

あ
っ
て
も
修
練
施
設
と
し
て
暫
定

的
に
認
定
す
る
変
更
を
今
年
度
行

い
ま
し
た
。
食
道
外
科
医
の
専
門

性
を
維
持
し
つ
つ
食
道
外
科
専
門

医
の
偏
在
に
つ
い
て
も
改
善
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
概
要
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
向
け
て

　
　
　
　
　 

　
　
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
認
定
機
構
代
表
幹
事

　
　
　
　
　
　
　 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
心
臓
外
科
　
橋
本 

和
弘

心
臓
血
管
外
科
専
門
医
制
度
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仙台青葉学院短期大学　藤村 重文仙台青葉学院短期大学　藤村 重文
肺癌手術と肺移植
胸部外科今昔胸部外科今昔

は
じ
め
に

わ
が
国
で
肺
切
除
術
は
、
１

９
５
０
年
頃
か
ら
肺
結
核
の
外

科
療
法
と
し
て
行
わ
れ
、
そ
の

治
療
成
績
の
画
期
的
な
向
上
に

貢
献
し
た
が
、
１
９
５
０
年
代

以
降
は
肺
結
核
の
衰
退
に
代
わ

っ
て
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど

る
肺
癌
に
対
す
る
重
要
な
外
科

療
法
ツ
ー
ル
に
な
っ
た
。

筆
者
は
１
９
６
３
年
東
北
大

学
抗
酸
菌
病
研
究
所
（
現
在
東

北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
）
外

科
に
大
学
院
生
と
し
て
入
局
し

た
。
教
室
で
は
す
で
に
１
９
５

２
年
か
ら
肺
癌
の
集
団
検
診
や

早
期
診
断
の
研
究
、
さ
ら
に
１

９
６
０
年
か
ら
自
家
肺
移
植
の

基
礎
的
研
究
が
始
ま
っ
て
お

り
、
入
局
直
後
鈴
木
千
賀
志
教

授
か
ら
同
種
肺
移
植
の
研
究
を

命
じ
ら
れ
た
（
写
真
１
）。

本
稿
で
は
わ
が
国
の
呼
吸
器

外
科
分
野
に
お
い
て
筆
者
が
関

与
し
た
肺
癌
手
術
と
肺
移
植
の

発
展
の
道
程
を
概
略
的
に
述
べ

て
み
た
い
。

肺
癌
手
術

第
50
回
日
本
胸
部
外
科
学
会

総
会
（
１
９
９
７
年
10
月
、
川

田　

志
明
会
長
）
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
た
「
日
本
胸
部
外
科
学

会
50
年
の
歩
み
」
に
よ
る
と
、

１
９
７
０
年
以
降
呼
吸
器
外
科

の
肺
癌
の
演
題
数
が
結
核
を
凌

駕
し
、「
そ
の
他
」
に
分
類
さ

れ
る
演
題
が
全
体
の
半
数
以
上

を
占
め
、
呼
吸
器
外
科
の
対
象

が
多
岐
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
傾
向
は
現
在
も
変
わ

り
は
な
い
。

肺
癌
の
肺
切
除
術
は
欧
米
に

後
れ
を
と
り
、
漸
く
１
９
５
５

年
日
本
外
科
学
会
宿
題
報
告

「
肺
腫
瘍
」
と
し
て
河
合
直
次

（
千
葉
大
学
）、
篠
井
金
吾
（
東

京
医
大
）、
石
川
七
郎
（
慶
応

大
学
）
の
先
達
の
方
々
に
よ
っ

て
７
９
８
例
の
肺
癌
集
計
成
績

か
ら
切
除
例
１
０
４
例
で
３
年

生
存
２
例
、
と
い
う
ま
と
ま
っ

た
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後

肺
癌
も
他
臓
器
癌
と
同
様
に
早

期
発
見
、
早
期
手
術
が
治
療
の

要
訣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
が

国
の
胸
部
外
科
の
先
達
の
ひ
と

り
の
第
15
回
日
本
胸
部
外
科
学

会
会
長
（
１
９
６
２
年
）
で
あ

っ
た
鈴
木
千
賀
志
教
授
は
、
宮

城
県
を
中
心
に
結
核
検
診
に
便

乗
し
た
肺
癌
の
集
団
検
診
を
開

始
し
、
そ
の
成
果
は
１
９
６
７

年
第
17
回
日
本
医
学
会
総
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
が
ん
の
集
団
検

診
」
と
し
て
報
告
し
た
。
や
が

て
肺
癌
集
団
検
診
は
全
国
的
に

胸
部
Ｘ
線
写
真
と
喀
痰
細
胞
診

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
Ｘ
線
無
所
見
肺

癌
を
含
む
多
数
の
早
期
扁
平
上

皮
癌
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
１

９
９
７
年
開
始
の
厚
生
省
班
研

究
「
肺
癌
検
診
の
効
果
の
判
定

と
そ
の
評
価
方
法
に
関
す
る
研

究
」（
藤
村
班
）
に
よ
っ
て
、

肺
癌
検
診
を
毎
年
受
診
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
肺
癌
死
亡
の
リ
ス

ク
が
30
％
～
60
％
減
少
す
る
と

い
う
集
検
の
有
効
性
が
証
明
さ

れ
、
筆
者
が
担
当
し
た
第
52
回

日
本
胸
部
外
科
学
会
総
会
（
１

９
９
９
年
、
仙
台
市
）
で
も
報

告
さ
れ
た
。

肺
癌
の
手
術
は
、
縦
隔
リ
ン

パ
節
廓
清
を
伴
っ
た
肺
切
除
と

い
う
術
式
の
標
準
化
が
進
む
と

と
も
に
、
呼
吸
機
能
を
温
存
す

べ
く
気
管
支
形
成
術
を
伴
う
肺

切
除
や
、
化
学
療
法
後
に
手
術

のneoadjuvant	therapy

も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最

近
は
遺
伝
子
変
異
を
も
と
に
そ

れ
ぞ
れ
の
肺
癌
患
者
に
見
合
っ

た
外
科
療
法
を
含
め
た
「
個
別

化
治
療
」
も
考
慮
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

肺
癌
手
術
成
績
は
、「
Ｅ
Ｂ

Ｍ
の
手
法
に
よ
る
肺
癌
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（Evidence-

based	M
edicine

〈EBM
	

〉

の
手
法
に
よ
る
肺
癌
の
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
関
す
る
研

究
班
２
０
０
３
年
版
、
お
よ
び

日
本
肺
癌
学
会
編
２
０
０
５
年

版
）
に
よ
る
と
、
非
小
細
胞
肺

癌
の
全
国
集
計
に
よ
る
外
科
治

療
成
績
は
５
年
生
存
率
で
、
病

理
病
期
で
Ⅰ
Ａ
期
79
％
、
Ⅰ
Ｂ

期
60
％
、
Ⅱ
Ａ
期
59
％
、
Ⅱ
Ｂ

期
42
％
、
Ⅲ
Ａ
期
28
％
で
あ
っ

た
。近

年
一
般
的
に
癌
に
対
す
る

従
来
の
標
準
的
手
術
が
低
侵
襲

化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
肺

癌
に
対
し
て
も
内
視
鏡
手
術

（
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｓ
）
が
広
く
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
内
視

鏡
手
術
は
急
速
に
普
及
し
て
い

る
が
、
一
方
で
俯
瞰
的
に
み
る

と
、
肺
癌
に
関
す
る
基
礎
的
知

識
や
、
呼
吸
器
外
科
に
必
要
な

基
本
的
手
技
や
知
識
が
不
足
し

た
外
科
医
が
将
来
多
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る

の
は
筆
者
の
み
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

肺
移
植

１
９
６
３
年
世
界
で
は
じ
め

て
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
大
学
の

H
ardy

に
よ
っ
て
、
58
歳
男
性

の
肺
癌
患
者
に
対
し
て
左
肺
移

植
が
行
わ
れ
た
。
患
者
は
術
後

18
日
腎
不
全
に
よ
り
死
亡
し

た
。
肺
移
植
は
一
時
中
断
さ
れ

た
が
、
１
９
８
３
年
ト
ロ
ン
ト

大
学
でCooper

に
よ
っ
て
58

歳
男
性
の
末
期
の
肺
線
維
症
患

者
に
対
し
て
右
肺
移
植
が
行
わ

れ
、
患
者
は
再
開
肺
移
植
の
歴

史
的
成
功
第
１
例
と
し
て
術
後

６
・
５
年
生
存
し
た
。
筆
者
が

入
局
し
た
１
９
６
３
年
か
ら
２

０
０
０
年
退
官
ま
で
の
肺
移
植

の
臨
床
応
用
を
目
指
し
た
基
礎

的
研
究
は
、
イ
ヌ
、
ラ
ッ
ト
お

よ
び
ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
用
い
た
肺

移
植
手
技
、拒
絶
反
応
抑
制
法
、

肺
移
植
の
拒
絶
反
応
の
診
断

法
、
移
植
肺
の
病
態
生
理
、
肺

保
存
等
な
ど
で
あ
っ
た
。
実
験

研
究
に
よ
り
多
く
の
こ
と
が
解

っ
た
。移
植
後
急
性
期
の
肺
は
、

血
流
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
に
肺

摘
出
操
作
、
肺
虚
脱
、
肺
血
流

遮
断
、
摘
出
に
よ
る
肺
神
経
切

断
、
保
存
液
に
よ
る
肺
灌
流
、

低
温
浸
漬
保
存
、
移
植
手
術
操

作
、
肺
血
流
再
開
な
ど
の
過
程

に
よ
っ
て
大
き
な
侵
襲
を
蒙

る
。
肺
は
実
質
臓
器
と
し
て
血

圧
変
動
や
物
理
的
侵
襲
や
虚
血

な
ど
に
対
し
て
脆
弱
で
あ
る
た

め
、
肺
水
腫
状
態
や
水
分
排
出

不
全
状
態
に
陥
り
や
す
く
な

る
。
肺
移
植
直
後
か
ら
感
染
症

防
止
や
拒
絶
反
応
抑
制
対
策
を

集
中
的
に
講
じ
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
純
系
ラ
ッ

ト
を
用
い
た
肺
移
植
モ
デ
ル
も

必
要
で
あ
っ
た
。

１
９
８
８
年
頃
か
ら
我
が
国

に
お
け
る
脳
死
肺
移
植
実
施
に

向
け
て
の
動
き
が
関
係
学
会
を

中
心
と
し
て
活
性
化
し
、
国
家

的
に
は
１
９
９
２
年
１
月
21
日

脳
死
臨
調
は
脳
死
体
か
ら
の
臓

器
移
植
を
妥
当
と
す
る
最
終
答

申
を
行
っ
た
。
１
９
９
２
年
２

月
移
植
適
応
基
準
と
移
植
実
施

施
設
選
定
な
ど
を
主
な
役
割
と

す
る
移
植
関
係
学
会
合
同
委
員

会
（
森　

亘
座
長
）
が
発
足
し

た
。
１
９
９
７
年
６
月
17
日
臓

器
移
植
法
が
成
立
し
、
同
年
10

月
17
日
施
行
さ
れ
、
我
が
国
に

お
け
る
、
脳
死
臓
器
移
植
が
可

能
に
な
っ
た
。

２
０
０
０
年
３
月
29
日
、
本

邦
第
１
例
と
な
る
30
歳
代
Ｌ
Ａ

Ｍ
の
女
性
に
対
す
る
脳
死
右
肺

移
植
（
同
一
ド
ナ
ー
か
ら
の
左

肺
移
植
は
大
阪
大
学
で
行
わ
れ

た
）
以
来
、
２
０
１
３
年
末
ま

で
に
わ
が
国
の
肺
移
植
実
施
施

設
（
当
初
は
東
北
大
学
、
京
都

大
学
、
大
阪
大
学
、
岡
山
大
学

の
４
施
設
。
現
在
は
獨
協
医
科

大
学
、
福
岡
大
学
、
長
崎
大
学

が
加
わ
り
７
施
設
）
で
行
わ
れ

た
肺
移
植
は
、
脳
死
肺
移
植
１

９
７
例
、
お
よ
び
生
体
肺
移
植

１
４
５
例
、総
計
３
４
２
例
で
、

術
後
５
年
生
存
率
は
、
脳
死
肺

移
植
で
は
片
肺
移
植
72
・

７
％
、
お
よ
び
両
肺
移
植
74
・

５
％
で
あ
り
、
生
体
肺
葉
移
植

で
は
片
肺
生
体
肺
葉
移
植
56
・

８
％
お
よ
び
両
側
生
体
肺
葉
移

植
76
・
５
％
と
報
告
さ
れ
て
い

る
（
第
30
回
日
本
肺
お
よ
び
心

肺
移
植
研
究
会
レ
ジ
ス
ト
リ
ー

レ
ポ
ー
ト
、
２
０
１
４
年
1

月
）。肺

移
植
後
の
死
因
と
し
て
手

術
関
連
死
や
移
植
肺
機
能
不

全
、
さ
ら
に
肺
移
植
に
は
、
臓

器
特
殊
性
に
基
づ
く
解
剖
学
、

組
織
学
、
生
理
学
、
分
子
生
物

学
な
ど
の
広
範
囲
な
学
際
分
野

を
含
む
基
礎
的
課
題
が
ま
だ
多

く
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

解
決
す
る
た
め
の
研
究
が
将
来

の
臨
床
成
績
向
上
のbreak-

through

で
あ
る
。

お
わ
り
に

１
９
６
３
年
以
来
今
日
ま
で

の
自
験
を
参
考
に
し
な
が
ら
肺

癌
手
術
と
肺
移
植
に
つ
い
て
発

展
の
道
程
を
概
説
し
た
。
肺
癌

治
療
の
進
歩
は
著
し
い
が
ま
だ

完
成
に
は
程
遠
く
、
今
後
国
を

あ
げ
た
さ
ら
な
る
研
究
成
果
の

集
積
が
必
要
で
あ
る
。

わ
が
国
の
現
在
の
肺
移
植
臨

床
成
績
は
決
し
て
満
足
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
肺
移
植
待
機

藤村 重文
現職：仙台青葉学院短期大学　学長
職歴
1962年 東北大学医学部医学科卒業
1967年 東北大学大学院医学研究科外科学系専攻博士課程修了
 学位論文：「同種肺移植に関する実験的研究．
 とくに移植手技、移植免疫反応抑制法および移植肺機能の研究」
1968年 東北大学抗酸菌病研究所外科学研究部門助手
1970年 米国 Los Angeles市Cedars-Sinai Medical Center 
 胸部心臓血管外科研究員（文部省在外研究員）

1987年 東北大学抗酸菌病研究所外科学研究部門助教授
1989年 同上　教授
1993年 東北大学加齢医学研究所呼吸器再建研究分野教授
1991年 東北大学教授抗酸菌病研究所附属病院長
1993年 東北大学加齢医学研究所附属病院長
1998年 東北大学加齢医学研究所長
1998年〜 1999年　第52回日本胸部外科学会総会会長
2000年 社団法人全国社会保険協会連合会　東北厚生年金病院長
2009年 現職
趣味：読書（時代小説）、ゴルフ（中断中）
好きな言葉：　「夢を創る」（退官時自作）、「馬上少年過.……」（伊達政宗）

者
数
は
他
の
臓
器
移
植
と
同
様

に
多
く
、
移
植
を
め
ぐ
る
諸
問

題
を
包
括
的
に
解
決
す
る
た
め

の
努
力
は
今
後
も
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

写真1　入局時研究テーマ（鈴木千賀志教授の書）
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会員証を用いて本年も学術集会参加証の発行をいたします。必ず会場にお持ちください。現在お
持ちでない、2013年9月7日（土）～2014年8月27日（水）の間に新入会・復会・会員証再発行申
請された方には、9月中旬より順次お手元にお届けいたします。つまり、紛失・破損・汚損や改姓・
改名された方も8月27日（水）までに下記申請いただければ、学術集会前に再発行が可能です。
申請されていない方はお急ぎください。
会場の参加受付機に会員証をかざすと、氏名（漢字・ローマ字）、所属などが参加証に印字・発
行されます。印字内容は9月23日（火）時点でお届け出の情報に基づきます。変更はお早めにお済
ませください。なお、会員証・参加証ともに外字（PC環境で上手く表示されない文字）は置き換
えて印字されます。何卒ご了承ください。
会場では再発行の申請は受付いたしません。下記ご確認の上、別途申請願います。

本年分の再発行申請受付は8/27（水）まで！
会員証と学術集会参加登録について

各種申請

新入会・復会

紛失
破損
汚損

改姓
改名

退会

①手続 ②手数料納入

不要

不要

③会員証発行

再発行の理由を記載し、会員
管理システム専用窓口
（jats-manager@umin.net）
まで申請。
破損・汚損した会員証は自身
で処分

①に続き、再発行料
￥3,000（税込）を納入

口座：
みずほ銀行飯田橋支店
普通預金2288186

名義：
特定非営利活動法人日本胸
部外科学会
トクヒ）ニホンキョウブゲカ
ガッカイ

※振込人名を必ず入力

新旧の姓名を併記した書面
と既存の会員証を同封し事
務局へ郵送

退会の旨、会員管理システム専用窓口（jats-manager@umin.net）に申請、または会員
専用ページより申請。会員証は自身で処分

8月27日（水）までの受付分は
9月中旬順次発送

28日（木）以降の受付分は
2015年秋に発送

当年2014年度（会計期間：2013/8/1～ 2014/7/31）
も残すところ、2週間となりました。年会費未納の方
はご納入をお急ぎください。特に、2年分会費未納
（2013 ～ 14年度）の場合は、8/1で定款により未納
退会となってしまいます。至急7/31までにご納入くだ
さい。

お急ぎください！ 年会費納入について

１
．
選
挙
評
議
員
結
果
報
告
の
件

3
月
19
日
に
行
わ
れ
た
選
挙
管
理

委
員
会
に
よ
る
開
票
結
果
が
報
告
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
選
挙
評
議
員
定

数
は
２
９
０
名
で
、
関
東
地
区
の
心

臓
分
野
は
定
数
38
名
で
あ
る
が
、
2

名
の
欠
員
が
生
じ
た
。
こ
の
2
名
を

推
薦
枠
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、

決
定
を
推
薦
評
議
員
候
補
者
選
考
委

員
会
に
委
ね
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。投
票
率
は
60
・
2
％
で
あ
っ
た
。

2
．
推
薦
評
議
員
候
補
者
選
任

の
件選

挙
評
議
員
の
欠
員
2
名
を
含
む

12
名
を
推
薦
評
議
員
候
補
者
と
し
て

選
出
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
本
理

事
会
で
も
承
認
さ
れ
た
。
12
名
の
専

門
分
野
別
人
数
は
、
心
臓
8
名
、
肺

3
名
、
食
・
他
1
名
で
あ
る
。

3
．
定
期
学
術
集
会
運
営
会
社

選
定
の
件

今
回
の
契
約
は
2
年
契
約
、
２
０

１
６
年
（
第
69
回
）
及
び
２
０
１
７

年
（
第
70
回
未
定
）
の
学
術
運
営
会

社
の
選
定
を
行
う
こ
と
を
再
確
認

し
、
現
在
ま
で
の
選
定
の
経
緯
が
委

員
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
最
終
検
討

の
結
果
、
運
営
会
社
を
変
更
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

4
．
各
種
委
員
会
報
告
及
び
協

議
事
項

（
1
）
会
誌
編
集
委
員
会

論
文
投
稿
、
掲
載
状
況
、
２
０
１

３
年
仮
Ｉ
Ｆ
（
0
・
52
）、
Ｇ
Ｔ
Ｃ

Ｓ
査
読
コ
メ
ン
ト
に
関
す
る
お
願

い
、
依
頼
論
文
の
投
稿
状
況
、
Ｇ
Ｔ

Ｃ
Ｓ
希
望
者
送
本
の
件
、
地
方
会
に

お
け
る
「G

TCS	im
pact	factor

獲

得
の
た
め
に
」
の
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
送
本

希
望
者
は
最
終
的
に
全
会
員
８
０
０

０
名
中
６
０
０
名
と
な
り
、
印
刷
製

本
代
・
発
送
費
な
ど
大
幅
な
経
費
節

減
が
見
込
ま
れ
る
。

（
2
）
学
術
委
員
会

学
術
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
学
術

研
究
、週
刊
朝
日
か
ら
の
取
材
依
頼
、

２
０
１
２
年
学
術
調
査
結
果
、
２
０

１
３
年
学
術
調
査
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。
な
お
、
２
０
１
２
年
学
術
調

査
の
心
臓
分
野
で
は
内
容
や
数
値
に

疑
問
が
あ
り
、
次
回
調
査
票
に
説
明

文
を
追
加
す
る
。
ま
た
、
２
０
１
３

年
呼
吸
器
外
科
調
査
は
Ｎ
Ｃ
Ｄ
に
合

わ
せ
る
た
め
改
変
作
業
中
で
、
２
０

１
４
年
版
で
改
訂
予
定
で
あ
る
。

（
3
）
学
術
集
会
委
員
会

今
後
の
学
術
集
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
報
告
さ
れ
た
。
前
回
理
事
会
で
提

出
さ
れ
た
学
術
集
会
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
検
討
し
、
基
準
を
作
成
す
る
。

ま
た
、
第
67
回
定
期
学
術
集
会
に
つ

い
て
富
永
会
長
か
ら
特
別
企
画
の
内

容
、
大
阪
医
薬
品
協
会
を
訪
問
、
心

臓
分
野
のPostgraduate	Course

はBasic

とAdvanced

を
行
う
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

（
4
）
倫
理
・
安
全
管
理
委
員
会

報
告
事
項

1
）
診
療
行
為
に
関
連
し
た
死
亡

の
調
査
分
析
事
業
代
表
者
会
議

医
療
事
故
調
査
制
度
の
創
設
に
向

け
た
医
療
法
改
正
法
案
及
び
日
本
医

療
安
全
調
査
機
構
の
体
制
と
診
療
行

為
に
関
連
し
た
死
亡
の
調
査
分
析
事

業
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。
今
後
、

全
国
規
模
に
な
る
こ
と
か
ら
、
統
括

責
任
者
や
地
域
（
評
価
委
員
）
推
薦

担
当
者
等
の
協
力
学
会
担
当
者
リ
ス

ト
の
作
成
を
行
う
。
ま
た
、
今
秋
の

学
術
集
会
時
の
医
療
安
全
講
習
会
は

「
医
療
事
故
調
査
の
第
三
者
機
関
の

設
置
、
法
令
化
に
つ
い
て
」
と
し
、

講
師
は
医
療
安
全
調
査
機
構
中
央
事

務
局
長
に
依
頼
す
る
。

2
）
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
警
鐘
事
例
の
会
員

へ
の
配
信

日
本
医
療
安
全
調
査
機
構
か
ら
フ

ォ
ン
レ
ッ
ク
リ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
病
に

お
け
る
血
管
破
綻
の
リ
ス
ク
に
関
す

る
警
鐘
事
例
の
周
知
依
頼
が
あ
り
、

胸
部
外
科
関
連
の
重
篤
事
例
と
考
え

ら
れ
、
会
員
へ
メ
ー
ル
配
信
し
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

3
）
心
臓
血
管
外
科
ラ
イ
ブ
手
術

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂

心
臓
血
管
外
科
ラ
イ
ブ
手
術
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
改
定
版
（
最
終
案
）
を

作
成
中
で
あ
る
。

（
5
）
専
門
医
制
度
委
員
会

1
）
本
学
会
専
門
医
制
度

本
会
に
お
け
る
関
連
3
分
野
専
門

医
制
度
に
つ
い
て
、
今
後
も
連
携
強

化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
以
下
の
3

点
に
つ
き
意
見
集
約
を
行
っ
た
。

1
）
基
本
領
域
で
あ
る
外
科
専
門
医

と
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

連
携
、
共
有
化　

2
）
新
専
門
医
制

度
に
お
け
る
3
分
野
横
断
的
修
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
築　

3
）
専
門
医
資

格
申
請
あ
る
い
は
更
新
に
お
け
る
講

習
会
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
共
同
開
催

1
）
は
外
科
専
攻
医
の
時
点
で
、

心
臓
及
び
呼
吸
器
外
科
専
門
医
登

録
・
研
修
を
同
時
に
開
始
で
き
る　

2
）
は
他
領
域
の
ア
ニ
マ
ル
ラ
ボ
な

ど
の
手
術
手
技
セ
ミ
ナ
ー
受
講
を
義

務
化
及
び
早
期
修
練
登
録
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
外
科
手
術
経
験
の
必
須

条
件
の
症
例
数
の
増
加
な
ど
の
連
携

が
可
能
と
な
る
な
ど
の
意
見
が
だ
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

新
専
門
医
制
度
に
お
け
る
施
設
修
練

群
で
は
外
科
専
門
医
の
修
練
群
と
胸

部
外
科
関
連
の
病
院
群
は
異
な
り
、

心
臓
及
び
呼
吸
器
外
科
に
入
局
し
た

人
が
胸
部
外
科
関
連
の
病
院
を
回
る

と
外
科
専
門
医
の
病
院
群
か
ら
離
れ

て
し
ま
う
の
で
外
科
専
門
医
が
取
得

で
き
な
い
問
題
が
で
て
く
る
と
の
意

見
が
だ
さ
れ
た
。
外
科
関
連
専
門
医

制
度
委
員
会
で
の
検
討
事
項
で
あ
る

が
、
本
委
員
会
で
意
見
集
約
の
要
望

が
だ
さ
れ
た
。

2
）
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
認
定

機
構第

44
回
日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会

学
術
総
会
特
別
企
画
で
発
表
さ
れ
た

新
た
な
専
門
医
制
度
が
資
料
（
心
臓

血
管
外
科
専
門
医
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

整
備
基
準
案
）と
し
て
報
告
さ
れ
た
。

新
専
門
医
機
構
（
仮
称
）
が
発
足

し
た
時
点
で
、
心
臓
血
管
外
科
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
出
予
定
で
あ
る
。

研
修
期
間
は
、
単
独
型
（
初
期
研
修

2
年
＋
外
科
専
門
医
5
年
＋
心
臓
血

管
外
科
3
年
の
卒
後
10
年
）
と
外
科

専
門
医
と
の
連
携
型
（
外
科
専
門
医

研
修
3
～
5
年
＋
心
臓
血
管
外
科
研

修
2
～
3
年
の
最
短
で
卒
後
7
年
）

が
あ
る
が
、
現
認
定
機
構
の
整
備
指

針
で
は
、
連
携
す
る
基
本
領
域
専
門

医
資
格
とSubspecialty

領
域
間
で

の
了
承
が
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
る
の

で
、
外
科
専
門
医
制
度
委
員
会
に
現

行
維
持
を
求
め
る
、
更
に
心
臓
や
呼

吸
器
専
門
医
を
目
指
す
人
に
は
特
例

と
し
て
い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
施
設
）
を
経
た
場
合
で
も
外
科
専

門
医
資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
す

る
、
の
2
点
を
日
本
外
科
学
会
に
要

望
す
る
。
な
お
、
こ
の
2
点
が
日
本

外
科
学
会
で
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

胸
部
外
科
関
連
専
門
医
は
1
階
に
す

べ
き
と
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。ま
た
、

新
専
門
医
制
度
の
更
新
制
で
は
ポ
イ

ン
ト
制（
5
年
間
で
50
ポ
イ
ン
ト
必

要
。
そ
の
内
論
文
や
学
会
発
表
は
10

ポ
イ
ン
ト
ま
で
、
講
習
で
40
ポ
イ
ン

ト
以
上
）
で
あ
る
の
で
、
本
会
の
み

で
な
く
他
学
会
の
シ
ン
ポ
な
ど
更
新

認
定
条
件
に
合
致
す
る
の
で
あ
れ
ば

認
め
る
よ
う
に
す
る
。

3
）
呼
吸
器
外
科
専
門
医
合
同
委

員
会日

本
専
門
医
制
評
価
・
認
定
機
構

の
意
見
交
換
会
に
て
、
日
本
呼
吸
器

外
科
学
会
と
協
働
で
の
意
見
表
明

（
専
門
医
制
度
の
一
階
を
な
す
基
本

領
域
か
ら
の
専
門
医
制
度
のboard

が
新
機
構
で
の
社
員
と
な
り
、
2
階

のSubspecialty

領
域
も
参
加
で
き

る
仕
組
み
を
要
望
）、
呼
吸
器
外
科

専
門
医
制
度
の
充
実
の
た
め
テ
キ
ス

ト
作
成
を
予
定
、
専
門
医
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
案
）
を
作
成
中
で
あ
る
。

4
）
第
三
者
機
関
の
動
き

現
専
門
医
制
評
価
・
認
定
機
構
か

ら
新
専
門
医
機
構
（
仮
称
）
へ
の
移

行
に
関
し
、
問
題
点
が
判
明
し
て
き

た
た
め
、
現
在
ま
で
の
経
過
説
明
が

報
告
さ
れ
た
。
発
足
す
る
新
専
門
医

機
構
に
社
員
と
し
て
基
本
19
領
域

（
総
合
診
療
科
を
含
む
）
の
代
表
者

が
、
新
機
構
発
足
後
に
社
員
と
し
て

参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
6
）
研
究
・
教
育
委
員
会

心
臓
分
野
の
Ｐ
Ｇ
Ｃ
の
3
年
間
の

最
終
案
が
報
告
さ
れ
た
。
今
秋
の
胸

部
外
科
学
会
で
は
評
議
員
会
と
併
行

し
てBasic

、
最
終
日
にAdvanced

の
二
本
立
て
で
行
う
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
な
お
、
評
議
員
が
講
師
及
び

座
長
の
場
合
、
評
議
員
会
の
役
員
投

票
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
不
在
者
投

票
を
行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

（
7
）
診
療
問
題
委
員
会

報
告
事
項　

1
）
心
臓
弁
再
置
換

術
に
関
す
る
加
算
の
明
確
化　

2
）

胸
腔
鏡
下
動
脈
管
開
存
閉
鎖
術
の
保

険
収
載　

3
）
大
腿
静
脈
脱
血
カ
ニ

ュ
ー
ラ
血
品
に
関
す
る
調
査
で
あ

る
。
2
）
は
、「
小
児
の
動
脈
管
開

存
証
に
対
す
る
内
視
鏡
手
術
」
を
4

月
1
日
か
ら
保
険
適
応
を
認
め
た
い

の
で
早
急
に
意
見
を
ま
と
め
る
よ
う

に
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
心
臓
血
管

外
科
学
会
及
び
本
会
合
同
で
の
基
準

案
を
作
成
す
べ
く
ア
ド
ホ
ッ
ク
・
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
招
集
し
、
合

同
基
準
案
（
実
施
医
・
施
設
・
適
応

基
準
・
コ
メ
ン
ト
）
を
作
成
し
、
厚

生
労
働
省
に
提
出
し
た
。
3
）
は
、

大
腿
静
脈
脱
血
カ
ニ
ュ
ー
ラ
の
欠
品

が
生
じ
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
し

て
い
る
た
め
調
査
を
し
て
ほ
し
い
旨

の
依
頼
が
あ
っ
た
。
2
）
と
同
様
に

両
学
会
と
の
合
同
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員

会
を
組
織
し
、
関
連
各
企
業
に
供
給

状
況
、在
庫
数
、供
給
回
復
見
通
し
の

具
体
的
時
期
に
関
す
る
報
告
書
を
求

め
、
審
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
代
替

品
に
て
の
対
応
が
ほ
ぼ
可
能
で
あ
り
、

学
会
と
し
て
要
望
書
は
提
出
せ
ず
に

欠
品
の
状
況
と
代
替
品
の
情
報
を
両

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
会
員

に
周
知
す
る
。
な
お
、
診
療
問
題
委

員
会
に
は
小
児
関
係
の
坂
本　

喜
三

郎
評
議
員
を
委
員
に
追
加
す
る
。

（
8
）
広
報
（Hom

epage

・Inter-
net

）
委
員
会

1
）
一
般
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
イ

ラ
ス
ト
の
件　

2
）N

ew
sletter	

N
o.24

（
5
月
発
行
）
掲
載
内
容　

3
）
若
手
医
師
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ー

ナ
ー　

4
）N

ew
sletter

（H
om
e-

page

）の
記
事　

5
）
委
員
会
開
催

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。な
お
、一
般

向
け
の
イ
ラ
ス
ト
サ
ン
プ
ル
に
つ
い

て
は
数
社
か
ら
見
積
も
り
を
と
っ
て

お
り
、4
月
の
委
員
会
で
決
定
す
る
。

ま
た
、
若
手
医
師
に
関
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
とN

ew
sletter

が
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
し
な
い
よ
う
に
調
節
す
る
。

（
9
）
Ｃ
Ｏ
Ｉ
委
員
会

日
本
医
学
会
で
Ｃ
Ｏ
Ｉ
に
関
す
る

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
改
定
版
を
作
成

し
た
の
で
、本
会
も
そ
れ
に
沿
っ
て
本

会
Ｃ
Ｏ
Ｉ
規
約
を
改
定
予
定
で
あ
る
。

5
．
そ
の
他

（
1
）
Ｎ
Ｃ
Ｄ
社
員
総
会

1
）
２
０
１
３
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算　

2
）
次
期
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
事
業
報
告
内

容
は
、
医
療
情
報
を
集
積
し
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
維
持
管
理
及
び
提
供
、

収
集
し
た
デ
ー
タ
分
析
、
医
療
水
準

の
評
価
及
び
臨
床
研
究
の
支
援
、
関

連
団
体
と
の
業
務
連
携
で
あ
る
。
決

算
は
大
幅
な
赤
字
で
運
営
資
金
に
問

題
が
あ
り
、
一
案
と
し
て
だ
さ
れ
た

第
３
回 

理
事
会
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
４
年
3
月
26
日
（
水
）　
13
：
00
〜
16
：
40

日
本
胸
部
外
科
学
会
第
３
回
理
事
会

置
換
術
関
連
学
会
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
）
協

議
会実

施
状
況
（
23
施
設
が
実
施
施
設

と
し
て
認
定
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
公
表
、
症
例
登
録
デ
ー
タ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
会
議
を
開
催
予
定
）
及
び

合
併
症
（in-situ

グ
ラ
フ
ト
を
使
用

し
た
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｇ
後
の
Ａ
Ｓ
に
対
し
て

経
心
尖
ア
プ
ロ
ー
チ
で
植
込
み
時
に

シ
ョ
ッ
ク
と
な
り
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
を
必
要

と
し
た
症
例
が
少
な
く
と
も
3
例
あ

り
）
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

（
５
）
外
保
連

２
０
１
３
年
度
収
支
計
算
書
及
び

２
０
１
４
年
度
予
算
書
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
学
会
分
担
金
は
支
払
う

こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

（
６
）
Ｖ
Ａ
Ｄ	

２
０
１
３
決
算
報
告

の
件２

０
１
３
年
補
助
人
工
心
臓
治
療

関
連
学
会
協
議
会
の
決
算
報
告
が
報

告
さ
れ
た
。

（
７
）
Ｉ
Ｃ
Ｄ-

Ｃ
Ｒ
Ｔ
研
修
制
度
協

議
会着

用
型
自
動
除
細
動
器（
Ｗ
Ｃ
Ｄ
）

の
使
用
に
関
す
る
認
定
制
度
の
確
認

と
研
修
制
度
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

各
学
会
の
費
用
負
担
は
、
日
本
外
科

学
会
を
基
盤
と
し
て
会
員
は
所
属
学

会
が
重
複
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
か

ら
難
し
い
。
外
科
系
を
中
心
と
し
た

約
３
３
０
０
施
設
に
負
担
金
ま
で
要

求
す
る
の
は
問
題
が
あ
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｄ

と
し
て
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
、Risk	Calculator

、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
の
全
国
比
較
、
手

術
件
数
な
ど
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機

能
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）
日
本
医
学
会
評
議
員
会

日
本
医
学
会
は
日
本
医
師
会
か	

ら
独
立
と
い
う
こ
と
で
、
一
般
社
団

法
人
日
本
医
学
会
連
合
と
し
て
の
定

款
（
案
）
が
提
出
さ
れ
た
。
一
方
で

日
本
医
学
会
は
存
続
、
全
く
同
じ
役

員
が
設
立
時
の
理
事
と
な
る
ト
ッ
プ

は
同
じ
で
全
く
2
つ
の
顔
を
持
つ
団

体
「
一
般
社
団
法
人
日
本
医
学
会
連

合
と
現
状
の
日
本
医
学
会
」
と
い
う

組
織
が
存
在
す
る
。

（
3
）
呼
吸
療
法
認
定
士
認
定
委
員
会

２
０
１
３
年
３
学
会
合
同
呼
吸
療

法
認
定
士
認
定
委
員
会
の
活
動
報
告

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
委
員
会
運
営

費
は
支
払
う
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

（
4
）
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
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今
回
のN

EW
SLETTER

の
中
心
の
話
題
は
、
心
臓

血
管
外
科
専
門
医
認
定
機
構
代
表
幹
事
の
橋
本
和
弘

先
生
に
よ
る
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
制
度
の
概
要
と

プ
ラ
グ
ラ
ム
作
成
、
日
本
食
道
学
会
専
門
医
制
度
委

員
会
・
委
員
長
の
梶
山
美
明
先
生
に
よ
る
、
食
道
外

科
新
専
門
医
制
度
と
食
道
外
科
専
門
医
に
つ
い
て
の

ご
寄
稿
で
す
。
新
専
門
医
制
度
は
よ
う
や
く
「
日
本

専
門
医
機
構
」の
社
員
が
決
定
し
た
段
階
で
す
の
で
、

道
筋
が
不
透
明
な
部
分
も
多
く
、
様
々
な
懸
念
が
学

会
内
外
か
ら
噴
出
し
て
い
ま
す
が
、
従
来
学
会
が
積

極
的
に
行
っ
て
き
た
専
門
医
制
度
の
ベ
ー
ス
が
な
け

れ
ば
成
り
立
た
な
い
部
分
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
も
お
そ
れ
る
こ
と
は
机
上
の
空
論
で
あ
り
、
日
本

の
医
療
の
現
実
を
踏
ま
え
た
論
議
を
続
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
分
野
を
ま
た
ぐ
形
で
成
立
し
た

日
本
胸
部
外
科
学
会
は
、
医
療
全
体
を
さ
ら
に
俯
瞰

的
に
み
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

2
面
の
東
北
大
学
名
誉
教
授
の
藤
村
重
文
先
生
に

よ
る
、
肺
癌
手
術
と
肺
移
植
の
歴
史
に
つ
い
て
の
ご

寄
稿
は
大
変
興
味
深
い
ご
寄
稿
で
す
。
偉
大
な
諸
先

輩
の
作
り
上
げ
ら
れ
た
外
科
手
術
の
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
の
重
要
性
は
、
年
を
経
る
ご
と
に
深
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
ご
寄
稿
が
続
く
こ
と

を
強
く
希
望
し
ま
す
。
ま
た
恒
例
の
「
若
手
医
師
の

立
場
か
ら
」
で
す
が
、
な
ぜ
胸
部
外
科
を
専
門
と
し

て
選
択
し
た
か
と
い
う
本
音
が
書
か
れ
て
い
て
、
胸

部
外
科
医
の
リ
ク
ル
ー
ト
に
非
常
に
重
要
な
情
報
が

毎
回
得
ら
れ
注
目
し
て
い
る
企
画
で
す
。

こ
の
よ
う
にJATS	N

EW
SLETTER

は
様
々
な

update

の
情
報
を
皆
様
と
共
有
で
き
、
様
々
な
議

論
を
紙
面
内
で
行
う
こ
と
が
可
能
な
重
要
な
企
画
と

考
え
ま
す
。

編
集
後
記

心
臓
血
管
外
科 

と
し
て
の
一
年
目

中村将基
（高松赤十字病院　心臓血管外科）
卒業大学：京都大学
2011年：京都大学医学部医学科卒業
2011年4月：京都大学初期研修
2013年4月： 京都大学 

心臓血管外科入局
2014年4月：高松赤十字病院
趣味：ロッククライミング、登山
好きな言葉：負けん気

私
は
現
在
高
松
赤
十
字
病
院

心
臓
血
管
外
科
に
卒
後
４
年
目

の
修
練
医
と
し
て
勤
務
し
て
い

ま
す
。

京
都
大
学
を
卒
業
後
、
同
大

学
の
初
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
、
一
年
目
を
赤
穂
市
民

病
院
、
二
年
目
を
大
学
で
過
ご

し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
心
臓
血

管
外
科
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す

る
機
会
を
持
ち
、
手
術
中
の

dynam
ic

な
手
技
、
そ
れ
と
は

対
照
的
に
細
や
か
に
術
後
全
身

管
理
を
す
る
心
臓
血
管
外
科
の

世
界
に
触
れ
る
事
で
、
心
臓
血

管
外
科
医
を
目
指
す
意
志
が
固

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

京
都
大
学
心
臓
血
管
外
科
で

は
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
委
員

会
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
具
体

的
な
若
手
医
師
の
研
修
計
画
が

策
定
さ
れ
、
ま
た
豊
富
な
関
連

施
設
・
人
材
が
あ
る
事
も
あ

り
、
充
実
し
た
研
修
が
行
え
る

と
思
い
、
同
科
に
入
局
し
ま
し

た
。
入
局
後
、
３
年
目
を
大
学

病
院
に
て
修
練
し
、
こ
の
間
に

外
科
専
門
医
を
取
得
す
る
た
め

の
不
足
分
の
診
療
科
も
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

心
臓
血
管
外
科
で
の
修
練

は
、
先
天
性
・
冠
動
脈
・
弁
膜

症
・
大
血
管
・
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
を
は
じ
め
、
複
雑
症
例
・

呼
吸
器
外
科
に 

興
味
が
あ
る
、 

初
期
研
修
・ 

後
期
研
修
の
先
生
方
へ

牧　佑歩
（岡山大学呼吸器・乳腺内分泌外科）
所属施設：岡山大学 呼吸器外科
卒業大学：2004年 岡山大学
2004年3月：岡山大学 卒業
2004年4月：三井記念病院 初期研修・外科後期研修
2009年4月：岡山大学 呼吸器外科
2010年4月：  岡山大学大学院 医歯薬総合研究科 

呼吸器・乳腺内分泌外科
2012年5月：  米国テキサス州 MD Anderson Cancer 

Center、Department of Translational 
Molecular Pathology、Postdoctoral Fellow

2014年4月：岡山大学 呼吸器外科
趣味：ジョギング（最近できてないですが）
好きな言葉： Where there is a will, there is a way.

私
は
岡
山
大
学
呼
吸
器
・
乳

腺
内
分
泌
外
科
に
所
属
し
、
現

在
は
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
に
あ
るM

D
	Anderson	

C
an
cer	C

en
ter,	D

ep
art -

m
ent	of	M

olecular	Pathol-
ogy

に
留
学
中
の
牧	

佑
歩
と
申

し
ま
す
。

医
学
生
・
研
修
医
の
み
な
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
事

で
、
少
々
面
は
ゆ
い
気
持
ち
で

こ
の
文
章
を
書
い
て
お
り
ま

す
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
情
熱
を
語

る
に
は
年
を
取
り
す
ぎ
、
呼
吸

器
外
科
を
俯
瞰
的
に
語
り
な
が

ら
指
南
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ

未
熟
者
だ
か
ら
で
す
。で
す
が
、

私
が
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
道

と
、
感
じ
て
き
た
事
を
記
す
事

で
、
外
科
医
を
志
し
て
お
ら
れ

る
若
い
先
生
方
に
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

私
は
平
成
16
年
に
岡
山
大
学

を
卒
業
後
、
平
成
21
年
3
月
ま

で
三
井
記
念
病
院
で
勤
務
し
ま

し
た
。
折
し
も
、
臨
床
研
修
必

修
化
の
1
年
目
で
、
急
に
マ
ッ

チ
ン
グ
制
度
の
導
入
が
決
ま
っ

た
年
で
し
た
。
折
角
の
貴
重
な

ロ
ー
テ
ー
ト
の
期
間
な
の
で
、

大
学
で
は
な
く
、
全
く
関
連
の

な
い
市
中
病
院
で
見
聞
を
広
め

て
み
よ
う
と
、
今
思
え
ば
か
な

り
浅
は
か
な
考
え
で
上
京
し
ま

し
た
。
三
井
記
念
病
院
で
は
消

化
器
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、

乳
腺
内
分
泌
外
科
、
そ
し
て
呼

吸
器
外
科
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
研

修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
外
科

で
す
の
で
当
然
『
手
術
』
と
い

う
治
療
の
山
が
あ
る
の
で
す

が
、
癌
治
療
に
至
っ
て
は
補
助

化
学
療
法
や
再
発
さ
れ
る
患
者

様
を
経
験
し
、『
手
術
』
だ
け

で
は
な
く
、
総
合
的
に
疾
患
を

診
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い

て
き
ま
し
た
。
不
思
議
と
レ
ジ

デ
ン
ト
の
総
合
外
来
に
も
関
わ

ら
ず
、
外
来
で
よ
く
癌
を
発
見

し
た
の
もO

ncology

に
興
味

を
持
っ
た
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
中
で
も
、
肺
癌
は
悪
性

度
の
幅
が
広
く
、
手
術
に
置
い

て
も
故	

羽
田
圓
城	

先
生
の
胸

骨
正
中
切
開
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど

他
疾
患
合
併
症
例
な
ど
様
々
な

症
例
を
通
し
て
、
手
術
適
応
判

断
、
術
式
決
定
、
周
術
期
管
理

な
ど
熱
烈
な
指
導
を
受
け
、
心

臓
血
管
外
科
医
の
一
年
目
と
し

て
の
基
礎
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
手
技
と
し
て
は
開
胸
・
閉

胸
は
勿
論
の
事
、
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｇ
の

際
の
グ
ラ
フ
ト
採
取
や
、
血
管

吻
合
等
、
基
本
的
な
手
術
手
技

を
数
多
く
執
刀
し
、
年
に
２
回

の
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ボ
で
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｇ

や
Ａ
Ｖ
Ｒ
を
執
刀
す
る
事
に
よ

り
、
開
心
術
の
理
解
を
深
め
る

事
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
他
に
、

大
学
病
院
な
ら
で
は
の
Ｌ
Ｖ
Ａ

Ｄ
・
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
・
肺
移
植
な
ど

最
先
端
な
医
療
も
経
験
し
ま
し

た
。
学
術
面
で
も
サ
ポ
ー
ト
が

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
上
級
医

の
先
生
の
指
導
の
も
と
、
学
会

活
動
、
論
文
作
成
を
勉
強
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
春
か
ら
は
高
松
赤
十
字

病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
。
上
級

医
の
熱
い
指
導
の
も
と
、F-P	

bypass

や
Ｉ
Ｔ
Ａ
採
取
な
ど

を
執
刀
し
は
じ
め
、
充
実
し
た

外
科
医
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
心
臓
血
管
外
科

と
し
て
は
駆
け
出
し
の
段
階
で

あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
自
分

が
出
来
る
事
を
増
や
し
、
即
戦

力
と
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
将
来
的
に
は
一

人
前
の
心
臓
血
管
外
科
を
目
指

し
て
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

専
門
医
を
取
得
さ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
取
得
を
目
指
す
若
手
の
先
生
方
に
、

日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
、
将
来
の
目
標
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
手
医
師
の
立
場
か
ら

積
極
的
な
治
療
に
触
れ
、
呼
吸

器
外
科
医
を
目
指
す
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
4
月
よ
り
岡
山
大

学	

呼
吸
器
・
乳
腺
内
分
泌
外

科
に
入
局
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

自
分
の
郷
里
で
あ
っ
た
事
に
加

え
、
岡
山
大
学
が
呼
吸
器
外
科

分
野
で
肺
移
植
、肺
癌
治
療
等
、

多
岐
に
渡
っ
て
活
躍
し
て
い
た

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
大
学

病
院
で
1
年
間
の
臨
床
の
後
、

平
成
22
年
よ
り
大
学
院
生
と
し

て
肺
癌
の
分
子
病
理
学
に
つ
い

て
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
研

究
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

2
年
後
に
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
を

頂
き
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

今
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と

で
す
が
、私
が
学
生
の
頃
は『
医

者
余
り
』
の
時
代
、
特
に
外
科

医
は
過
剰
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
手
術
が
し

た
く
て
外
科
医
に
な
り
ま
し
た

が
、
研
修
医
時
代
に
は
、
培
養

細
胞
を
扱
っ
て
い
る
現
在
の
姿

な
ど
全
く
想
像
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
在
で
は
、
治
療
、

臨
床
検
体
、
患
者
様
の
経
過
に

直
に
触
れ
る
事
が
で
き
る
外
科

医
こ
そ
が
研
究
向
き
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

外
科
医
の
道
を
考
え
て
お
ら

れ
る
先
生
方
に
一
番
お
伝
え
し

た
い
事
は
、
い
き
な
り
専
門
性

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
分
野
、
多
く
の

症
例
を
経
験
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
、

O
ncology

、
呼
吸
器
に
少
し

で
も
興
味
を
持
っ
た
先
生
方

は
、
呼
吸
器
外
科
を
選
択
肢
に

入
れ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
２
０
１
４
年
2
月
留
学
中
に
執
筆
）
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